
大阪市都島区社会福祉協議会

地域支援担当係長 川原佳代

地域とともに



人口 １０７，７１０人

（大阪市HP・令和４年７月１日現在）

世帯数 ５７，９２３世帯

（大阪市HP・令和４年７月１日現在）

地域数 ９地域
（小学校下数）

１世帯あたり
の人員

１．９２人
（推計人口・令和２年７月１日現在）

持ち家率 ４８．３％
（H27 国勢調査）

高齢
化率

２４．９％
（推計人口・令和２年７月１日現在）

都島区の概要



区社協の各事業

地域福祉活動支援事業

日常生活自立支援事業
（あんしんさぽーと）

生活福祉資金貸付事業

生活支援体制整備事業
（生活支援コーディネーター）

※簡略化しているため、事業名・部門名は混在しています。

老人福祉センター

地域包括支援センター

生活困窮者自立相談窓口 介護予防事業

区独自事業（地域福祉コーディネーターの配置）

区内の９地域の福祉会館等に専任の相談員「地域福祉コーディネーター（子育て連絡
員）」を配置し住民の皆さんからの生活や介護、子育てなどの相談に応じています。

地域における要援護者の
見守りネットワーク強化事業

（見守り相談室）



平成27年4月～
委託事業／大阪市内の各区社協が「見守り相談室」を設置

■「見守り相談室」の3つの機能

●地域提供名簿を活用した地域での見守り活動の推進
●同意書確認への未回答者にはワーカーが各戸訪問。必要に応じて専門的支援へ
●地域の見守り体制の構築とニーズ把握ができる仕組みづくり

●制度の狭間の事例、サービスにつながっていない事例、ごみ屋敷、ひきこもり等
複合的な課題を抱える世帯等への見守りや解決に向け、見守り相談室のＣ S W
による専門的な支援を展開

●行方不明になる恐れのある認知症高齢者等の事前登録、地域や企業・団体等の
協力者の登録

●行方不明となった時に本人の氏名や身体的特徴等の情報を協力者にメール配信
し、早期発見・早期保護につなげる

●地域での徘徊模擬訓練や勉強会等を実施

地域の見守り
活動への支援

孤立世帯等へ
の専門的支援

地域における要援護者の見守りネットワーク強化事業について



■ 近年の事業実績の推移 （市内24区合計）

実績内容 令和元年度 令和2年度 令和3年度

【機能1】要援護者名簿への登録者数 82,798 81,459 81,641

【機能2】相談延べ件数 48,920 62,561 61,297

アウトリーチによる支援件数 4,393 3,205 5,678

ライフライン事業者からの
通報対応数

33 34 39

【機能3】事前登録者数 3,025 3,618 4,122

協力者登録数 5,268 5,528 5,552

地域における要援護者の見守りネットワーク強化事業について



大 東 地 域

大東福祉会館

内 代 地 域

内代福祉会館

高 倉 地 域
みゆき
コミュニティホール

東 都 島 地 域

東都島福祉会館

桜 宮 地 域

桜宮福祉会館

淀 川 地 域

淀川福祉会館

友 渕 地 域

友渕福祉会館

西 都 島 地 域

西都島福祉会館
新館2階

中 野 地 域

中野福祉会館

都島区では、９地域の福祉会館等に専任の
相談員「地域福祉コーディネーター（子育て
連絡員）」を配置し住民の皆さんからの生活
や介護、子育てなどの相談に応じています。

安否確認や見守り活動をおこなう他、他機
関との連携をはかっています。不安なく住み
慣れた町でいきいきと暮らせるように活動し
ています。

身近な福祉の相談窓口

地域福祉コーディネーター

大阪市都島区社会福祉協議会



１ 孤立発見プロジェクト実施のきっかけ

２ 具体的な取り組み
①気づきを育む研修会
『みんなで考えよう“気づきのポイント”どこをみる？』

・地域福祉コーディネーター編
・中野見守り事業 編

②マンション×区社協 ローラー作戦（全戸訪問）を実施

③つながり いろいろ交流会

④地域福祉コーディネーターによる小学校下毎に
広報紙『おうち日和』の発行＆広報紙で事例を紹介

３ 考察
プロジェクトの振り返りと今後の展開

自 助

自分や家族の
身は自分たち
で守る

共 助

近所や知人な
どでまちを守

る

公 助

公的な助けで
助かること

実践報告の内容



マンションの
見守り プロジェクト

会議

孤立発見プロジェクト

孤立発見プロジェクト～プロジェクト会議を軸にした早期発見のしくみ～

資源開拓

・郵便局/UR/市営住宅/不動産関係/ヤクルト
宗教団体などへアプローチ

・コンビニなどとの情報共有会議などを検討

・マンション内の見守り組織の立ちあげ支援
・ローラー作戦 大型マンション１８８戸訪問
（令和4年3/8,9）
・人生百年講座 始動
（令和５年１月）

資源の開発

実施日：令和３年１月２７日８月２６日、９月７日
令和４年６月２１日

見守り
座談会

‘気づき’の研修会から実践へ
令和３年度 気づきの研修会
〇地域福祉コーディネーター×専門機関 研修会を３回実施
１回目(R3.7/9)気づきの視点どこをみる？」
地域福祉コーディネーターを住民の変化の気づきを可視化し共有
２回目(R3.7/30)地域福祉コーディネーター 児童虐待の映画を鑑賞

地域では見えにくい子ども世帯のSOSについて検討
３回目(R3.8/13)地域福祉コーディネーター×専門職

地域と専門職の強みや違い‘気づきの視点’違いを学ぶ
〇中野見守り連絡会にて見守りネットワークメンバーへの研修会(R3. 10/17)

お困りごとのある方を発見する地域力の底上げ

広報誌で
事例を紹介

プロジェクトメンバー
生活困窮者自立支援事業、地域包括支援センター、生活
福祉資金事業、見守り相談室、あんしんさぽーと事業、
地域福祉コーディネート事業、老人福祉センター、
地域支援担当など

気づきの
研修会

令和４年１１月～モデル実施
コンビニとグーグルフォームを使った相談

１ 孤立発見プロジェクト実施のきっかけ
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『みんなで考えよう“気づきのポイント”どこをみる？』
①地域福祉コーディネーター編 気づきのワーク
②地域福祉コーディネーター編 映画鑑賞「誰も知らない」＋気づきのワーク
③地域福祉コーディネーター×専門職編 気づきのワーク

（専門職：2か所の地域包括支援センターやブランチ、見守り相談室
障がい者基幹相談支援センター、区役所職員）

Zoomで各部屋をつなぐ

２ 具体的な取り組み ①気づきを育む研修会 地域福祉コーディネーター編（区全体）



部屋が散らかって
いないか

一人でぽつんとし
ていないか

訪問

集まる場

出会った時

他の人とおしゃべり
を楽しんでいるか

歩く歩幅がどの程
度か

履物

髪の毛のつや

持ち物

手の汚れ しゃべり方

顔色・表情

話の内容
（同じ話）

玄関まで出てくる
時間

時間の間隔

声のトーン・張り

歩行状態

歩き方
（杖・手押し車）

におい

自分が間違ってい
るのに正当化する

ドアの開け方

地域福祉コーディネーター×
専門職の気づきの視点のまとめ

動作

他人の悪口ばかり
を言う

発言

服装
季節感があるのか室温・湿度

時計が
動いているか

カレンダーが
その月になっている

か

換気

薬の保管

子どもだけの時
子どもが親と一緒
にいる時の違い

外出時の持ち物

外出時に
何も持っていない

深夜の買い物

話の内容

目の動き

台所の活用状況

家のにおい
ご本人のにおい

電話・電気
ガスがつながって

いるか

動作

会話の
キャッチボール

クーラーや暖房が
あるか、つけている

か

服が汚れて
いないか

相手の眼を見て
話ができるか

専門翔の
視点

地域福祉コーディネーターの視点

２ 具体的な取り組み ①気づきを育む研修会

気づきの視点

部屋の下の部分に
物がおいていない

か



気づきを育む研修会 中野見守り事業 編

気づきのポイント
のチラシを作成

２ 具体的な取り組み ①気づきを育む研修会 中野見守り事業 編（小地域）
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全１８８世帯に個別訪問

マンション住民と社協職員がペアで全戸訪問

令和４年３月８日・９日

マンションの防災福祉委員会メンバー×社協

社協職員
（見守り相談室・地域包括支援センター・地域福祉活動支援事業
生活困窮者自立支援事業・生活支援体制整備事業）

２ 具体的な取り組み ②マンション×社協 ローラー作戦（全戸訪問）を実施



事前にマンション住民の方との作戦会議

MISSION①（社協）
啓発チラシを作成し当日住民の方へ配布

２ 具体的な取り組み ②マンション×社協 ローラー作戦（全戸訪問）を実施



MISSION②（マンション住民）
訪問した際の聞き取りアンケートを作成

２ 具体的な取り組み ②マンション×社協 ローラー作戦（全戸訪問）を実施
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訪問したアンケート結果から

57%

43%

全１８８戸

未回答
８１件

回答
１０７件

18%

26%
2%

31%

23%

日々の生活で不安に感じる

ことはありますか？

体のこと 災害時のこと その他

特になし 未回答

50%

3%

47%

相談できる人は

おられますか？

います ほとんどいません 未回答

66%

23%

8%
3%

相談できる方はどんな方ですか？

家族・親戚 友人・知人 仕事仲間 その他アンケートや

①マンションでの人生百年講座
令和５年１月から開始
②相談役の設置を検討

２ 具体的な取り組み ②マンション×社協 ローラー作戦（全戸訪問）を実施



49団体70名が参加

２ 具体的な取り組み ③つながり いろいろ交流会

12／２

令和4年



２ 具体的な取り組み ③つながり いろいろ交流会



弁護士×コンビニ ブランチ×老人会
地域×地域×地域

居住支援法人×住宅管理センター
大学×郵便局

社会福祉法人

警察・消防
JR 駅長

規格外野菜の八百屋
障がい者基幹相談支援センター

×住宅管理センター

２ 具体的な取り組み ③つながり いろいろ交流会

第３部 名刺交換タイム

アロマの講師



‘おうち日和’の発行 つながり続けるために
～ステイホームがほっこりとした気持ちで過ごせますように～

２ 具体的な取り組み ④地域福祉コーディネーターによる小学校毎に広報誌『おうち日和』の発行



広報誌で事例を紹介・・・

２ 具体的な取り組み ④地域福祉コーディネーターによる小学校毎に広報誌『おうち日和』の発行



第二波（R2.6.14～10.9） 第三波（R2.10.10～R3.2.28）

孤
立
発
見
プ
ロ
ジ
ェク
ト

第
一
弾
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
始

令
和
３
年
１
月

令
和
３
年
２
月

第四波（R3.3.1～6.20） 第五波（R3.6.21～）

上記図は大阪府資料より抜粋
都島区社協で緊急事態措置や第
一派～第五派を追記

R2.4/7 5/21 

第1回緊急事態措置

R3.1/14 2/28

第2回緊急事態措置

R3.4/25 6/20

第3回緊急事態措置
R3.8/2 9/30

第4回緊急事態措置

‘
お
う
ち
日
和
’
第
1
号
発
行

第一波（R2.1.29～6.13）

地域の事業が中
止になり、自宅
でひとりぼっち
の方が増加

３日間、誰と
もしゃべって

いない
足腰が弱って

きた

令
和
２
年
５
月

コロナ禍で収入
が減り、食べる
ものもない

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

ス
タ
ー
ト

令
和
３
年
９
月

３ 考察 プロジェクトの振り返りと今後の展開



①孤立発見プロジェクトによる振り返り

コロナ禍以降、さらに社会の変化が早まった。その時々で住民の声を受けとめ、

住民とともに事業展開ができたのは、社協がもつ多様性・専門性という強みを活

かせたからと言える。

また、社協の各部署が横断的に「社会的孤立」というテーマで、本プロジェクトに

取り組んだことで、地域づくりや資源開発等の地域支援や個別支援を考えていく上

で幅が拡がった。

３ 考察 プロジェクトの振り返りと今後の展開



都島区見守り相談室
相談件数及びアウトリーチの推移

令和元年 令和２年 令和３年

相談件数 2369 3463 4027

アウトリーチによる支援件数 235 210 339

2369

3463

4027

235 210
339

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

4500

３ 考察 プロジェクトの振り返りと今後の展開



②横断的に事業展開する効果

【職員より聞き取り・アンケート結果より抜粋】

・それぞれの事業が異なる視点をもっているため、事業の幅が広がった。

・他部署とのつながりがきっかけで、自分も新たな出会いやつながりができた。

・一人職種でも、孤独感を感じにくくなった。

・事業とは異なる職員の得意分野が見え、職員同士の距離が縮まった。

・どの事業においても、拾えるニーズはあるため、逃さないようにしたい。

・社協内のそれぞれの事業の内容や、職員の強みもわかり、ケース等の相談がしやすくなった。

・管理職自身が、横断的に明るく事業を展開する必要性がわかった。

３ 考察 プロジェクトの振り返りと今後の展開



ファミリーマート３店舗とICTを活用した
相談の仕組みをモデル的に実施

３ 考察 プロジェクトの振り返りと今後の展開

見守り活動のすそ野を広げるために




ご清聴ありがとうございました。


